
 

別紙２ 
石油ガス流通合理化対策事業費補助金（石油ガス流通合理化・指導支援事業のう
ち石油ガス配送合理化推進事業に係るもの）に関する実施計画書 

 

１．事業の名称 

  「名古屋○○地区 ＬＰガス共同充てん・共同配送事業」 
２．計画推進部署・体制 

  （１）計画推進者（申請法人の責任者） 

 法人名・事業所名  ：株式会社ニチダン 名古屋充てん所 

役職・氏名     ：所長 ○○○○ 

連絡先ＴＥＬ・ＦＡＸ：○○○○－○○－○○○○  ○○○○－○○－○○○○ 

  （２）推進体制 
     ※共同充てん、共同配送の実施責任体制を記載。また、計画が確実に推進できる実施組織上の対応 

（業務提携等）を記載。 

共同充てん、共同配送は○○年○月設立した新会社ＭＥＲ社が（(株)ニチダンとＭ商事 
(株)の共同出資）両社からの委託を受けて実施する、共同充てん業務は○○年○月○日 
から、共同配送業務は○○年○月から実施。 

３．合理化推進事業の内容 

 ３－１概要   

○○県○○市において合理化・省力化が目的で、Ｍ商事が上手川充てん所を廃止し 
(株)ニチダン名古屋充てん所に移管、統合して配送を実施する。 
統合する名古屋充てん所において改造、増強工事を実施する。さらに、容器管理システム 
を統合し共同配送も推進する。 
その事業計画に基づき、石油ガス配送合理化推進事業の補助金交付申請をするものです。             

      ※関連ＬＰガス充てん所の位置関係及び付近の状況を示す図面 別添３－１添付（参考様式） 

３－２事業所ごとの設備能力と改造・増強計画 

充てん事業所名 

充てん所関連 配送関連 

充てん量 

（トン／年） 

運転員 

（人） 

配送戸数 

（戸） 

車両 

（台） 

配送員 

（人） 
①申請会社名 

名 称 

(株)ニチダン 
名古屋充てん所 

前 ４，８６０ 

 

後 ８，７６０ 

（定格能力） 

前  ４ 

 

後  ４ 

前 １４，０７７ 

 

後 ２１,０７１ 

前  １０ 
 

後 １７ 

前  ９ 
 
後 １５ 

②共同事業会社名 

名 称 

Ｍ商事(株) 
上川手充てん所 

前 ３，９００ 

 

後     ０ 
（定格能力） 

前  ５ 
 

後  ０ 

前  ６，９９４ 
 

後     ０ 

前  ９ 
  

後  ０ 

前  ８ 
 

後  ０ 

合  計 
前 ８，７６０ 

 

後 ８，７６０ 

前  ９ 
 

後  ４ 

前 ２１,０７１ 

 

後 ２１,０７１ 

前 １９ 
 

後 １７ 

前 １７ 
 

後 １５ 

※廃止充てん所等が複数の時は欄を追加。 

４．合理化効果・効果率 

４－１合理化効果 

  （１）共同充てん・共同配送ついて 

２ヶ所の充てん所で行っているものを、当計画により１ヶ所にすることにより、充てん量
平均４，３８０トン／年・ヶ所から統廃合後は８，７６０トン／年・ヶ所となり、 
それにより充てん料を現状の７．７４円／Ｋｇから３．８４円／Ｋｇにする。 
また、配送業務も合わせて合理化し容器の共同利用等を進めることにより、配送充てん 
料を現状より約１０％引き下げることを目標とする。（１２．７→１１．４円／Ｋｇ） 

  （２）波及性、革新性・新規性について 
※具体的かつ簡明に記載。 

波及性があると考えている。当社は単独事業運営を行っていた名古屋充てん所を共同物流
会社「ＭＥＲ社」に移管する。さらに○○県○○市における同業他者から共同充てん・共
同配送事業への参画についても打診があり、今後更なるアライアンスを進めていく予定で
ある。 



 

４－２合理化効果の計算書 

（１）合理化効果率(％)＝当該事業開始前後の固定費の差額(千円)／事業開始前固定費(千円) 
※実績値等を元に合理化効果率を算出し、その算出根拠について、補助事業開始前と開始後の実績デー

タを添付。別添４－２：コストバランス表 挿入（参考様式） 

※固定費は、人件費、車両・燃料、検査費、メンテ費、電気代・水道代、通信費、支払保険料の合計と

する。 

（２）費用対効果(％)＝合理化効果額(千円)／補助事業に要する経費(千円) 
      ※合理化効果額とは当該事業開始前後の固定費の差額 

      ※補助事業に要する経費は消費税を含む事業費総額 

  （３）合理化効果の達成が確実に図れる方策について 
※具体的に箇条書きで２～３項目記載。 

①当社とＭ商事(株)との間において「協定書」を締結し、その後各社専任担当者を置き 
 共同化のスケジュールに沿い、各分科会（運営、システム、全体会議）を通し共同化 
 に向けた準備作業を進めている。 
②将来はさらに配送共同化まで踏み込んだ共同化事業の推進を邁進していく。 
 

５．実施計画 

５－１実施場所の概要 

  （１）実施場所の住所及び最寄り駅 

      〒○○○－○○○○ 愛知県名古屋市○○区○○○○ 
      ＪＲ○○線○○駅よりバス○○停留所（車で○○分） 
  （２）実施場所、施設の概要 

     実施場所：株式会社ニチダン 名古屋充てん所 
     所有者 ：株式会社ニチダン 
５－２計画概要 

  （１）事業実施内容 

事業実施内容詳細  
※設備増強の目的と内容について記載する。 
株式会社ニチダンでは名古屋充てん所において、合理化・効率化のため充てん能力７００ 
ｔ／月の回転式充てん器等充てん設備を増強する。さらに、ＬＰガス容器管理システム統 
合のため新規システムを導入する。 
※充てん能力・散水設備能力等の主要能力については、設計した能力計算を過大設備でないことを示す

ため記載する。 

  （２）主要改造増強設備 
      ※共同充てん設備、共同配送設備、管理システム費、付帯障壁等設備のうち主なものを記載 

①回転式充てん機の増強（８連式）    ×１基 
     ②定置式充てん機の増強         ×２基 
        ③プラットホーム            拡張 
     ④充てん管理システム（ＰＣサーバー他） 一式 
５－３設備の配置図（補助対象経費の範囲が明示されているもの。Ａ３又はＡ４版とする） 

  （１）増強等を行う充てん所の設備配置の平面図、立面図、フローシート図等 
※設備配置の平面図には、充てん所の敷地全体とし、建物配置図及び充てん所設備を記載し、補助対象

設備を赤で明記する。さらに配管及び配線も明記し、既存設備との接続ポイントも明示。 

※必要に応じて立面図、フローシート図（充てん管理システム等）も添付する。 

※設備配置の平面図には、充てん作業の流れを矢印で示す。 

      ※廃止設備の撤去範囲（青で書く）と新設備（赤で書く）の位置関係も記載。 

  （２）廃止する充てん所の平面図には、廃止する設備をわかるように記載（赤で書く） 

 

６．実施時期 

  （１）実施スケジュール  
※工程表挿入 別添６－１参照（参考様式） 

      ※工程は、補助対象設備の項目毎に記載。 

  （２）補助事業の開始及び完了（領収書日付の最も後のもの）予定日 
      ※交付申請書「９．補助事業の開始及び完了日」の日付に一致させる。 

 

 

 



 

７．施工予定工事業者等の見積書 
※工事を行う予定の工事業者等からの見積書（別添７－１（参考様式））の写し及び見積依頼書（別添７－２ 

（参考様式））の写し。  

  ※相見積先の見積書の写し及び見積依頼書の写しも添付。 

  ※工事等を複数社に分離発注する場合は、見積比較一覧表作成し挿入する。 

 

８．その他 

  （１）許認可、権利関係等事業の前提になる事項 
※許認可（届出）、権利関係（又は取消）の必要なものについて、その取得状況及び見通しを記載。 

 

  （２）その他実施上問題となる事項 
      ※本事業を実施するに当たり、行政手続きや、地元近隣対策など懸案事項があれば記載する。また、 

この場合は、解決策と見通しを記載。 

 

９.添付資料 

  （１）主要改造増強の仕様一覧表（目次） 
※充てん設備等主な設備(手引きＰ2(２)②設備の項目)の仕様書又はカタログ（予定設備に付せん）添付。 

※対象が多く仕様一覧表にする場合は、型番、台数、機器製造会社名等。 

 

  （２）実施場所の付近地図、及び設置場所（廃止場所）と最寄り駅とがわかる地図 

 

（３）充てん所の補助対象設備の設置予定場所の写真、廃止する充てん所の全景、撤去設備写真 
      ※各々４枚以上をＡ４用紙に貼付。デジカメの画像をプリントアウトしたもので可。 

 

（４）補助申請事業者の所有がわかる書類の写し ※申請から３ヶ月以内のもの 

     所有：不動産登記簿（土地と建物） 
 

（５）補助申請事業者の高圧ガス保安法第５条第１項の高圧ガス製造許可証、同法第１４条第１ 

   項の高圧ガス製造施設等の変更許可証のいずれか直近の日付のものの写し 
※廃止する充てん所のものの写し 

 

  （記載例） 
   ①製造許可申請書、開始届：(株)○○○○（平成○年○月○日） 添付資料（５）－１ 
   ②製造施設等許可書   ：△△△△(株)（平成△年△月△日） 添付資料（５）－２ 
   ③製造施設軽微変更届書 ：××××(株)（平成×年×月×日） 添付資料（５）－３ 
   ※ここに書類名のみ書いて、原本は添付資料として後に添付する。他も同様。  

 

（６）その他 上記の８項に関する許認可、届出書類など必要に応じて添付 

 
  （記載例） 
   ①別添 ○－○－１   ：交錯配送図            添付資料（６）－１ 
   ②○○○地区ＬＰガス充てん所分布図 など          添付資料（６）－２ 

③関係会社相関図                      添付資料（６）－３ 
（※関係会社への工事発注、業務委託する場合など、必要に応じて添付） 

※ここに書類名のみ書いて、原本は添付資料として後に添付する。他も同様。  

 
 

 

  



 

 
 

 

（参考様式）　別添　４－２　：　コストバランス表

10.2 ％

（補助事業開始前）

(  3.0名 ) ( 3.0名 ) ( 6.0名 )
8,835 9,142 17,977

※充てん原単位③/①

1 .88 円／kg

(  10.0名 ) ( 4.0名 ) ( 14.0名 )
40,000 16,000 56,000

( 10台 ) ( 4台 ) ( 14台 )
10,000 4,000 14,000

※配送原単位④/②

6 .49 円／kg

（補助事業開始後）

充てん量　(t/年) 12,304 12,304 ① 0

配送量　(t/年) 注5） 10,794 10,794 ② 0

(  4.0名 ) ( 4.0名 ) -( 2.0名 )

11,335 11,335 -6,642

保安検査費(千円/年) 注2） 864 864 -1,475

メンテ費(千円/年) 注3） 220 220 -575

電気代(千円/年) 注4） 750 750 -645

水道代(千円/年) 注4） 36 36 -44

通信費(千円/年) 注4） 226 226 -45

支払保険料(千円/年) 注4） 239 239 -96

充てん固定費計
(千円/年)

13,670 0 13,670 ⑥ -9,522
1 .11 円／kg

(  14.0名 ) ( 14.0名 ) ( 0.0名 )

56,000 56,000 0

( 14台 ) ( 14台 ) ( 0台 )

14,000 14,000 0

配送固定費計
(千円/年)

70,000 0 70,000 ⑦ 0
6 .49 円／kg

固定費合計
(千円/年)

83,670 0 83,670 -9,522 ⑧

： △ 0 .77

： 0 .00

実績予定

実績予定

実績予定

実績予定

実績予定

実績予定

実績予定

実績予定

実績予定

円／kg

円／kg

経費（千円）

差
Ⓑ－Ⓐ

配送車両維持費 注7）

(千円/年)

配送員人件費 注6）

(千円/年)

充てん人件費 注1）

(千円/年)

93,192 ⑤
固定費合計
(千円/年)

61,103 32,089

項目

Ａ社 Ｂ社

（増強充てん所名）

※事業開始前後の充てん原単位の差

※事業開始前後の配送原単位の差

（廃止充てん所名） 合計
Ⓑ

配送員人件費 注6）

(千円/年)

前年度の実績　台数及び金額

前年度の実績　台数及び金額

配送固定費計
(千円/年)

50,000 20,000 70,000 ④

前年度の実績人数及び金額（庸車含む）

前年度の実績人数及び金額（配送センターへの支払含む）

配送車両維持費 注7）

(千円/年)

充てんに係るものの前年度の実績

充てんに係るものの前年度の実績

充てん固定費計
(千円/年)

11,103 12,089

充てんに係るものの前年度の実績

充てんに係るものの前年度の実績

支払保険料 注4）

(千円/年)
239 96 335

23,192 ③

水道代 注4）

(千円/年)
36 44 80

充てんに係るものの前年度の実績

充てんに係るものの前年度の実績

通信費 注4）

(千円/年)
226 45 271

直近から１０年間の平均値

直近から１０年間の平均値

電気代 注4）

(千円/年)
688 707 1,395

充てんに係るものの前年度の実績

充てんに係るものの前年度の実績

メンテ費 注3）

(千円/年)
215 580 795

10,794

経費の根拠
（上段：増強充てん所，下段：廃止充てん所）充てん量

(t/年)
8,732 3,572

2,339
直近から１０年間の平均値

直近から１０年間の平均値

経費の根拠

※合理化効果率　＝　固定費の差額⑧／事業開始前固定費⑤　：

項目

経費（千円）

（増強充てん所名） （廃止充てん所名） 合計
ⒶA社 Ｂ社

②

充てん人件費 注1）

(千円/年)

前年度の実績　人数及び金額

前年度の実績　人数及び金額

12,304 ①

配送量
(t/年)

7,579 3,215

保安検査費 注2）

(千円/年)
864 1,475

※充てん原単位⑥/①

※配送原単位⑦/②



 

 
  

作成上の注意事項

　　　も同様です。

注１）「充てん人件費」の欄は、充てん員及び充てん係る事務員の延べ人数を記載下さい。下段の人件費金額も同様です。

注２）「保安検査費」とは、各種開放検査費、保安検査費及び定期自主検査費等をいいます。直近から１０年間の平均値を記載して下さい。

　　　また、補助事業開始後の「保安検査費の欄には、今回の設備増強等を勘案し１０年間の平均値を記載して下さい。

注３）「メンテ費」とは、充てん設備に係る修繕費等をいいます。直近から１０年間の平均値を記載して下さい。

　　　また、補助事業開始後の「メンテ費」の欄には、今回の設備増強等を勘案し１０年間の平均値を記載して下さい。

注４）「電気代」「水道代」「通信費」及び「支払保険料」は、充てんに係る各種費用を記載して下さい。

注５）「配送量」の欄はバルク配送及び横持配送を含めた数量を記載してください。但し、デポ基地に横持する数量は除外してください。

注６）「配送員人件費」の欄は、配送員（デポ基地へ配送する人員含む）及び配送に係る事務員の延べ人数を記載ください。下段の人件費金額

注７）「配送車両維持費」の欄は、配送車両（デポ基地へ配送する車両含む）に係る車両維持費を記載ください。但し駐車場の料金は除きます。



 

（参考様式）別添６－１．工程表 

 

     

   年 月 

 

項 目               

○○年 ○○年 

備考 4 

 

5 6 7 8  9 10  11 12 1 2 3 

  
（例示） 

計画、設計 

  ●
申
請 

(

補
助
事
業) 

 
  

      ●
完
了
報
告 

 
(

補
助
事
業) 

 
●
確
定
検
査 

(

現
地) 

 

3 月末 
支払い 

（増強充てん所） 

○設備 

・充てん設備 

・充てんポンプ設備 

・プラットホーム 

○工事（全体の工事等） 

○試運転調整 

（ｼｽﾃﾑ稼動確認費） 

 

 

 

 ●
改
造
届 

（
高
圧
ガ
ス
） 

●
着
工 

 

 

   ●
工
事
完
成 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

● 
    

 （廃止充てん所） 

 

廃止・撤去 

        
 

 

廃
止
届 

 

撤
去
工
事 

   

※増強充てん所について、補助対象経費・設備項目ごとに工程（矢印）を作成する。  

            

 

（参考様式）別添３－１． 関連ＬＰガス充てん所の位置関係及び付近の状況を示す図面 
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（参考様式）別添７－１． 見積書 ※金額はあくまで一例です。記入例として見てください。 

御 見 積 書（写し） 

株式会社ニチダン      御中               平成○○年○月○○日 

総 価 格   ￥   19,224,000  －  

御支払条件  別途協議                 

御受渡場所  株式会社ニチダン○○充てん所内 

備    考                            

◎御見積書有効期間本書日附後９０日限りですから期限後御註文の際には一応御照会ください 

項目 品 名 仕 様  数量 単位 単   価 金   額 

 ○○充てん所設備改造・増強工事     

      

１ 設計費 １ 式  180,000 

      

２ 設備費 （申請の手引き２頁の（２）補助対象経費の②設備費の記載項目に沿って書くこと） 

 ２－１．充てん設備 １ 式  8,065,000 

 ２－２．プラットホーム （   ～  省 略  ～   ） 

 ２－３．共同充てんシステム １ 式  3,120,000 

      

３ 工事費     

 ３－１. 充てん機設置工事 １ 式  250,000 

 ３－２．充てん機更新高圧配管工事 １ 式  340,000 

 ３－３．充てんシステム電気工事 １ 式  400,000 

 ３－４．土木工事 １ 式  580,000 

 ３－５．充てんポンプ更新高圧配管工事 １ 式  3,100,000 

 ３－６．充てんポンプ更新電気設備工事 １ 式  820,000 

      

４ システム稼動確認費 （試運転調整費を記載） １ 式  945,000 

      

      

      

      

      

      

 合 計    17,800,000 

      

 消費税   8％    1,424,000 

      

 総合計    19,224,000 

      

 

注：①上記見積を提出させるために作成した見積依頼書を併せて提出。 

②上記項目１～の内訳詳細（形式・能力、数量、単位、単価）を別紙として添付。 

 

 

 

 

（工事を行う予定の工事会社） 

○○プラント株式会社 

代表取締役社長 ○○○○ 

（住所）〒     

（TEL） 
社 印 

見積 No ○○-1-011-0 

補助対象外の工事がある場合は、 

この項目ごとに補助対象と 

補助対象外に分けて下さい。 



 

項目 品      名 仕  様 数量 単位 単 価 金  額 

 ○○充てん所設備改造・増強工事     

       

１ 設計費      

 関係書類作成費 延べ時間 42 時間 3,000 126,000 

 図面等作成費  3 枚 4,000 12,000 

 高圧ガス変更許可申請書作成費 延べ時間 8 時間 3,000 24,000 

 完成検査立会費 延べ時間 6 時間 3,000 18,000 

 小計     180,000 

       

２ 設備費 （申請の手引き２頁の（２）補助対象経費の②設備費の記載項目に沿って書くこと） 

 2-1.充てん設備      

 2-1-1 自動充てん機      

   ①定置式電子充てん機 ＫＴＳ-Ⅱ 2 基 1,800,000 3,600,000 

    ・マルチプレクサー  1 台 2,600,000 2,600,000 

    ・バーコドスキャナー  1 台 800,000 800,000 

    ・フリーローラー P40×W400×1m 4 基 56,000 224,000 

    ・耐圧防爆構造ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ  1 台 32,000 32,000 

    ・通信変換機 ＲＣ-23Ｘ 1 個 44,000 44,000 

 ②回転式充てん機 （   ～  省 略  ～   ） 

 （詳細略）      

 2-1-2 充てんポンプ      

 ・日機装ﾉﾝｼｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ LP102-5.5-2FDJ １ 機 750,000 750,000 

 ･荷造り運賃  １ 式 15,000 15,000 

 小計     8,065,000 

       

 2-2.プラットホーム      

 （詳細略）      

 小計      

       

 2-3.共同充てんシステム      

  ・ＩＢＭ ＰＣ Ｓｅｒｖｅｒ Ｘ3400 7976ＰＤＪ 1 台 420,950 420,950 

  ・ＩＢＭ Ｔ115 15 ｲﾝﾁﾓﾆﾀｰ 494215Ｘ 1 台 36,750 36,750 

  ・ｻｰﾊﾞｰ用追加ﾒﾓﾘﾓｼﾞｭｰﾙ 39Ｍ5782 2 枚 31,000 62,000 

  ・ｻｰﾊﾞｰ用無停電電源装置 ＳＵＡ750ＪＢ5Ｗ 1 台 108,500 108,500 

  ・ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟＰＣ（子機） ＲＱ929ＰＡ#ＡＢＪ 2 台 120,000 240,000 

  ・17 ｲﾝﾁ液晶ﾓﾆﾀｰ（子機） ＧＳ917ＡＡ#ＡＢＪ 2 台 36,000 72,000 

  ・追加ﾒﾓﾘﾓｼﾞｭｰﾙ 512MB（子機） ＰＸ975ＡＡ 2 枚 7,000 14,000 

  ・無停電電源装置（子機） ＢＥ500ＪＰ 2 台 12,000 24,000 

  ・ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾘﾝﾀ ＬＢＰ-3970 1 台 118,000 118,000 

  ・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾌｨｰﾀﾞｰ ＰＦ-67Ｄ 1 台 50,000 50,000 

  ・ﾄﾞｯﾄｲﾝﾊﾟｸﾄﾌﾟﾘﾝﾀ ＶＰ-5200Ｎ 1 台 235,000 235,000 

 

※設備内訳は一式ではなく、台数、個等の具体的単価に数量を掛けたものとし、部品は単価 10 万円

以下にブレークダウンすること。 

 

 



 

項目 品      名 仕  様 数量 単位 単 価 金  額 

  ・RoHS 対応ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄ 16 ﾎﾟｰﾄ HUB ＧＳ916Ｍ 1 台 98,000 98,000 

  ・ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀｰ ＲＴ58ｉ 1 台 36,800 36,800 

  ・出荷用ﾚｰｻﾞｰﾊﾝﾃﾞｨ ＺＥ-71ＭＮ24 2 台 162,000 324,000 

  ・光通信ﾕﾆｯﾄ ＺＥ-71ＵＢ01Ｎ 1 台 45,600 45,600 

  ・ＰＨＳ基地局ｱﾝﾃﾅ ＺＥ-71ＷＬＳＬ 2 台 184,800 369,600 

  ・集合充電 4 個口 ＺＥ-71ＵＺ01Ｎ 1 台 58,000 58,000 

  ・ＬＡＮｹｰﾌﾞﾙ  7 台 1,200 8,400 

  ・ＳＱＬ Ｓｅｒｖｅｒ Ｓｔｄ2005（5ｃａｌ） 228-03968 1 本 192,000 192,000 

  ・Ｏｆｆｉｃｅ Ｓｔｄ2007 021-07756 3 本 49,000 147,000 

  ・ｐｃＡｎｙｗｈｅｒｅ 12．1Ｃｏｍｐｌｅｔｅ 12537338 3 本 16,800 50,400 

  ・ＨＵＬＦＴ  1 本 89,000 89,000 

  ・ｽｷｬﾝﾄﾛﾆｸｽ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ作製機) ＳＲ408 １ 台 320,000 320,000 

 小計     3,120,000 

       

３ 工事費      

 3-1.充てん機設置工事      

  ・運搬・搬入・据付費  ２ 人工 25,000 50,000 

  ・移動・交通・宿泊費 4 名 ２ 日 100,000 200,000 

 小計     250,000 

       

 3-2.充てん機更新高圧配管工事      

  ・ﾎﾞｰﾙ弁 ＤＢ-280-20Ａ 2 個 16,400 32,800 

  ・ｽﾄﾚｰﾅｰ ＤＦ-510-20Ａ 2 個 15,000 30,000 

  ・ﾌﾞﾛｰ弁 Ｖ-8Ｂ 1 個 4,800 4,800 

  ・圧力計 3.5ＮＰａ 2 個 2,900 5,800 

  ・鋼管 50Ａ 4 ｍ 1,810 7,240 

  25Ａ 2 ｍ 1,000 2,000 

  ・溶接継手 ﾌﾗﾝｼﾞ JIS20K 50Ａ 3 枚 1,800 5,400 

  ・溶接継手 ﾌﾗﾝｼﾞ JIS20K 20Ａ 4 枚 860 3,440 

  ・溶接継手 RC25×A20A  2 個 1,190 2,380 

  ・溶接継手 TR50×A25A  2 個 4,500 9,000 

  ・溶接継手 BOSS 20A  2 個 2,500 5,000 

  ・仕切りﾌﾗﾝｼﾞ JIS20K 50Ａ 1 枚 2,450 2,450 

  ・ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ Ｍ16-60Ｌ 16 本 125 2,000 

  Ｍ12-50Ｌ 24 本 78 1,872 

  ・ﾌﾗﾝｼﾞﾊﾟｯｷﾝ 20Ｋ-50Ａ 2 枚 250 500 

  20Ｋ-20Ａ 6 枚 145 870 

  ・ﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｱｰｽ Ｍ16 2 本 240 480 

  Ｍ12 6 本 163 978 

  ・開閉札  3 枚 750 2,250 

  ・配管架台用鋼材 75 角×2.3ｔ 21 ｍ 800 16,800 

 

※工事内訳は一式ではなく、人工、個、ｍ３、ｍ２、ｍ等の具体的単価に数量を掛けたものとする。 

※人工等については、事業終了後、作業日報を裏付けとして添付すること。 

 

 



 

項目 品      名 仕  様 数量 単位 単 価 金  額 

  ・ﾌﾟﾚｰﾄ 175 角×9ｔ 4 枚 500 2,000 

  ・補強ﾌﾟﾚｰﾄ 200 角×6ｔ 12 枚 480 5,760 

  ・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ Ｍ12×70Ｌ 16 本 360 5,760 

  ・U ﾎﾞﾙﾄ 50Ａ 4 本 230 920 

  ・高圧配管溶接費  3 人工 20,500 61,500 

  ・既設配管撤去及び架台撤去費  2 人工 9,500 19,000 

  ・耐圧・気密・非破壊検査  15 箇所 2,500 37,500 

  ・新設架台作製費  1 人工 23,500 23,500 

  ・配管塗装費  27 ｍ 1,000 27,000 

  ・運搬交通費  3 往復 7,000 21,000 

 小計     340,000 

       

 3-3.充てんシステム電気工事      

  ・電線管  42 ｍ 400 16,800 

  ・電線管付属品  1 ｾｯﾄ 5,900 5,900 

  ・電線管支持材  1 ｾｯﾄ 10,200 10,200 

  ・ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ Ｇ-16 3 個 10,600 31,800 

  ・ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞ Ｇ-16 2 個 2,500 5,000 

  ・ﾏｼﾝﾌﾚｷ Ｇ-16 10 ｍ 600 6,000 

  ・ﾏｼﾝﾌﾚｷ付属品  1 ｾｯﾄ 7,500 7,500 

  ・d2G4 ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ Ｇ-16 1 台 10,000 10,000 

  ・耐圧ﾊﾟｯｷﾝﾍﾞﾙﾏｳｽ Ｇ-16 3 個 4,500 13,500 

  ・電線 ＣＶ2-3ｃ 80 ｍ 320 25,600 

   ＪＫＥＶ0.75-3Ｐ 75 ｍ 370 27,750 

  ・ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ 14ｓｑ 15 ｍ 68 1,020 

  ・巻きつけｸﾘｯﾌﾟ 14ｓｑ 3 個 320 960 

  ・3 分ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ  1 個 570 570 

  ・雑材及び消耗品  1 式 7,400 7,400 

  ・電工労務費  8 人工 25,000 200,000 

  ・運搬交通費 車輌 2 台 3 往復 10,000 30,000 

 小計     400,000 

       

 3-4.土木工事      

  ・ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ入れ  30 ｍ 880 26,400 

  ・ｺﾝｸﾘｰﾄはつり（機械・人力とも）  6 ㎡ 13,200 79,200 

  ・同上殻処分費 5t ﾄﾗｯｸ 2 車 2 回 12,200 24,400 

  ・床堀り ＦＬ-500 2 人工 11,000 22,000 

  ・同上残土処分費  3 ㎥ 14,000 42,000 

  ・重機回送費（往復） 重機・ﾄﾗｯｸ 各 2 2 往復 18,500 37,000 

  ・砂利入れ込み  3 ㎥ 24,000 72,000 

  ・ｺﾝｸﾘｰﾄ台  1 ㎥ 29,000 29,000 

  ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設  1 ㎥ 22,400 22,400 

  ・ｺﾝｸﾘｰﾄ押さえ  1 ㎥ 24,400 24,400 

  ・ﾌﾞﾛｯｸ積  2 人工 14,500 29,000 

 

 



 

項目 品      名 仕  様 数量 単位 単 価 金  額 

  ・仮枠  2 人工 15,000 30,000 

  ・土間補修  2 人工 11,000 22,000 

  ・排水ﾊﾟｲﾌﾟ ＶＰ100 14 ｍ 1,200 16,800 

  ・同上継手類  8 個 2,800 22,400 

  ・排水ﾊﾟｲﾌﾟ敷設労務費  3 人工 17,000 51,000 

  ・運搬交通費 ﾄﾗｯｸ 2 台 4 往復 7,500 30,000 

 小計     580,000 

       

 3-5.充てんﾎﾟﾝﾌﾟ更新高圧配管工事      

  ・緊急遮断弁 LEV-280S 100A 1 台 315,000 315,000 

  ・ｽﾄﾚｰﾅｰ ＤＦ-510 100Ａ 1 個 160,000 160,000 

  ・逆止弁 ＤＣ-407Ｓ 50Ａ 1 個 96,000 96,000 

  ・ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 5422-Ｇ型 100Ａ 1 個 842,000 842,000 

  ・ﾎﾞｰﾙ弁 BFV-209N 100A 2 個 149,800 299,600 

  ＤＢ-280 50Ａ 2 個 38,800 77,600 

  ＤＢ-280 40Ａ 2 個 33,350 66,700 

  ＤＢ-280 25Ａ 3 個 23,600 70,800 

  ・ﾈｼﾞ込み式ｸﾞﾛｰﾌﾞ弁 ＬＰＩ-10 10Ａ 2 個 2,300 4,600 

  ・配管ﾌﾞﾛｰ用ｱﾝｸﾞﾙ弁 Ｖ-8Ｂ 6 ｾｯﾄ 5,400 32,400 

  ・圧力計ｾｯﾄ  2 ｾｯﾄ 8,000 16,000 

  ・ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎｰｽ 300Ｌ 100Ａ 2 本 82,000 164,000 

  300Ｌ 50Ａ 2 本 26,200 52,400 

  300Ｌ 25Ａ 1 本 15,800 15,800 

  ・弁座漏洩ﾃｽﾄﾌﾗﾝｼﾞ 100Ａ 2 枚 14,600 29,200 

  ・鋼管（ＳＴＰＧ370Ｓ ＃40） 100Ａ 4 ｍ 4,500 18,000 

 

 

  ・高圧ﾈｼﾞ継手（Ｓ25Ｃ） 角ﾆｯﾌﾟﾙ 10Ａ 2 個 560 1,120 

  ﾌﾟﾗｸﾞ 10Ａ 2 個 350 700 

  ・両切りﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ Ｍ20×130Ｌ 32 本 510 16,320 

  Ｍ16×110Ｌ 16 本 320 5,120 

  ・ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ Ｍ20×75Ｌ 16 本 225 3,600 

  Ｍ20×70Ｌ 56 本 222 12,432 

  Ｍ16×65Ｌ 8 本 140 1,120 

  Ｍ16×60Ｌ 188 本 124 23,312 

  ・ﾌﾗﾝｼﾞﾊﾟｯｷﾝ（Ｔ1120 2ｔ） 100Ａ 4 枚 690 2,760 

  80Ａ 12 枚 400 4,800 

  65Ａ 1 枚 360 360 

  50Ａ 16 枚 250 4,000 

  40Ａ 6 枚 186 1,116 

  25Ａ 10 枚 157 1,570 

  ・ﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｱｰｽ Ｍ20 用 16 本 320 5,120 

  Ｍ16 用 33 本 240 7,920 

 

 

 

（ 略 ） 



 

 

項目 品      名 仕  様 数量 単位 単 価 金  額 

  ・支持金物 ＳＵＳ製 11 箇所 2,500 27,500 

  ・高圧配管溶接労務費  14 人工 25,500 357,000 

  ・ﾈｼﾞ配管労務費  3 人工 20,500 61,500 

  ・配管支持金具設置費  11 箇所 3,000 33,000 

  ・耐圧検査及び非破壊検査費  20 箇所 3,500 7,000 

  ・運搬交通費  7  7,000 49,000 

 小計  7   3,100,000 

       

 3-6.充てんﾎﾟﾝﾌﾟ更新電気設備工事      

  ･電線管 Ｇ-28 10 ｍ 570 5,700 

  Ｇ-22 15 ｍ 488 7,320 

  ・電線管付属品  1 ｾｯﾄ 2,910 2,910 

  ・電線管支持材  1 ｾｯﾄ 4,500 4,500 

  ・ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ Ｇ-28 2 個 4,062 8,124 

  Ｇ-22 1 個 3,875 3,875 

  ・ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ Ｇ-28 2 本 11,125 22,250 

  ・ﾌｲｯﾁﾝｸﾞ Ｇ-28 2 個 1,813 3,626 

  ・ﾌｲｯﾁﾝｸﾞ Ｇ-22 1 個 1,563 1,563 

  ・電線 ＣＶ5.5-4Ｃ 12 ｍ 862 10,344 

  ＣＶＶ2-3Ｃ 16 ｍ 363 5,808 

  ・ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｽﾀｰﾀｰ 5.6ＫＷ 1 台 244,400 244,400 

  ・空転防止ﾘﾚｰ盤 ｄ2Ｇ4 1 台 222,800 222,800 

  ・雑材消耗品  1 式 28,780 28,780 

  ・電工労務費  8 人工 25,000 200,000 

  ・運搬交通費  4 日 12,000 48,000 

 小計     820,000 

       

４ システム稼動確認費      

  ･充てん機試運転調整費  30 時間 5,000 150,000 

  ・高圧ガス設備運転調整費  16 時間 4,000 64,000 

  ・充てんシステム試運転調整費      

   システム運用指導費  10 人日 50,000 500,000 

   データ構築費  4 人日 50,000 200,000 

  ・バーコードラベル印刷機調整費  1 人日 31,000 31,000 

 小計     945,000 

       

 合 計     17,800,000 

       

 消費税     8％     1,424,000 

       

 総合計     19,224,000 

       

 



 

 

 

 

参考様式 別添 ７－２ 見積依頼書 

※見積依頼先ごとに作成したものを見積書に添付する 

                                平成○○年○月○○日 

○○プラント 株式会社 御中                             

 

株式会社 ニチダン                 

                              ○○支店○○○部 

見積依頼書（写し） 

 
 

1.  工事名称  ○○地区共同充てん共同配送事業 充てん所増築工事 

 

2.  施行場所  ○○県○○市○○区○町○丁目○－○他 

 

3.  工事期間  着工予定   平成○○年  ○月上旬 

         竣工予定   平成○○年○○月下旬 

 

4.  工事範囲  設計図及び特記仕様書並びに本説明に準じ、当社の指示する範囲とする。 

 

5.  見積様式  別途指示する見積事項に従うものとする。 

                                
                         

6.  提出期限 （1）日 時 平成○○年○月○○日○○：○○まで※見積書の日付を合わせる為 

              （※ 郵送の場合「親展」として指定時間厳守のこと） 

        （2）提出先 株式会社 ニチダン ○○支店 宛 親展 1部 

            宛て先  ○○支店 支店長 ○○○○ 

 

7.  業者決定  見積書と内訳明細の両面及び工程表より検討の上査定し、社内事務 

         手順に基づき最も適切な見積提出者を請負業者とする。  

        

8.  保険関係  労災保険及び、その他の保険（工事保険等）は請負業者負担とする。 

 

9.   請負契約書 「民間工事請負契約約款」による。 

          尚、契約印紙代金は、○○負担する。  

   

10.  検収条件  （1）当社担当者及び設計監理者の立会のもとで行う完成検査に合格し、  

                   残材処理・後始末を完了させること。        

         （2）関係官庁の検査済証を当社に提出すること。  

            以上をもって検収とする。 

 

11.  工事保証    本工事の請負業者は本体並びに付帯設備に関し、完成引渡し後 2年間の 

保証をし、アフターサービスを行うものとする。  

 

12.  提出書類 （落札後）①承認図、②工程表、③工程打合せ議事録、工程写真、④施工図 

⑤完成図面及び関係書類、⑥完成写真、⑦申請許可書その他 

 

13.  特記事項      一括出精値引は禁止する（値引をする場合は各項目ごとに処理） 


